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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
羽
田
空
港
発
着
の
航
空
需
要
の
減
少
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
羽
田
空
港
」
と
い
う
。
）
へ
の
航
空
機
の
発
着
回
数
（
以
下
「
発
着
回
数
」
と
い
う
。
）
は
、

令
和
二
年
八
月
に
お
い
て
対
前
年
同
月
比
約
三
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
二
万
三
千
九
百
十
二
回
、
令
和
二
年
九
月
に
お
い
て

対
前
年
同
月
比
約
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
一
万
八
千
三
百
八
十
二
回
で
あ
り
、
羽
田
空
港
に
お
け
る
新
た
な
飛
行
経
路

（
以
下
「
新
経
路
」
と
い
う
。
）
の
運
用
等
に
よ
る
増
加
後
の
発
着
枠
に
対
す
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト

及
び
約
四
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
二
年
十
月
に
お
け
る
発
着
回
数
に
つ
い
て
は
現
在
集
計
中
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
八
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
経
路
の
う
ち
南
風
時
に
運
用
さ
れ
る
到
着
経
路
（
以
下
「
新
到
着
経

路
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
羽
田
空
港
へ
の
航
空
機
の
着
陸
回
数
が
最
も
多
か
っ
た
日
及
び
そ
の
着
陸
回
数
は
同
年
八
月
八
日

及
び
百
三
回
で
あ
り
、
新
到
着
経
路
を
運
用
し
て
い
る
十
五
時
か
ら
十
九
時
ま
で
の
う
ち
三
時
間
程
度
に
お
け
る
発
着
枠
の

う
ち
到
着
に
係
る
枠
に
対
す
る
割
合
は
約
七
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

我
が
国
を
含
む
各
国
に
お
い
て
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ど
の
程
度
拡
大
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
今
後
の
航
空
需
要
の
見
通

し
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
経
路
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
か
か

わ
ら
ず
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
首
都
圏
に
お
け
る
航
空
機
の
騒
音
に
よ
る
影
響
の
分
散
等
の
観
点
か
ら
、
引
き

続
き
運
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


